
使
っ
て
み
よ
う

や
さ
し
い
日
本
語

時　

２
月
７
日
㈰　
13
時
30
分
～

15
時

開
催
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoo

m

）
内　
日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人

で
も
理
解
し
や
す
い
や
さ
し
い
日

本
語
の
必
要
性
や
活
用
方
法
を
学

び
ま
す
。

講　
御
舘
久
里
恵
氏
（（一財
）
自
治

体
国
際
化
協
会
地
域
国
際
化
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定　
50
人

申　

２
月
５
日
㈮
ま
で
に
、①「
や

さ
し
い
日
本
語
」
講
座
、
②
氏
名
、

③
住
所
、④
電
話
番
号
を
、
（ko

kusai@
katch.ne.jp

）
で
国
際

交
流
協
会
へ
。

問　
国
際
交
流
協
会
（
☎
62
‐
１

２
０
９
）

有
松
・
鳴
海
絞
り
体
験

歴
史
体
験
講
座

時　

２
月
28
日
㈰　

10
時
30
分
、

13
時
（
各
１
時
間
）

場　
歴
史
博
物
館
体
験
学
習
室

内　

絞
り
染
め
の
技
法
を
学
び
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
カ
チ
ま
た
は

て
ぬ
ぐ
い
を
作
り
ま
す
。

対　
小
学
生
以
上

※�

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要

定　
各
回
10
人

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

結
果
は
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

￥　
▼
ハ
ン
カ
チ
…
800
円
▼
て
ぬ

ぐ
い
…
１
１
０
０
円

申　
１
月
31
日
㈰
ま
で
に
、
申
込

用
紙
（
歴
史
博
物
館
で
配
布
・
市

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、

（
63
‐
６
１
０
８
）
ま
た
は
直

接
、
歴
史
博
物
館
（
〒
448
‐
０
８

３
８　
逢
妻
町
４
‐
25
‐
１
・
㊡

月
曜
）
へ
。

※�

あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム(

QR
コ
ー
ド
参
照
）
か
ら

も
申
込
可

▲あいち電子申請・
届出システム

問　
歴
史
博
物
館
（
☎
63
‐
６
１

０
０
）

か
り
や
商あ

き
ん
ど人
大
学

▪
コ
ロ
ナ
時
代
の
終
活
の
知
識
と

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

時　
2
月
5
日
㈮
・
19
日
㈮　
13

時
～
15
時
（
全
2
回
）

内　
終
活
の
知
識
と
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
便
利
な
活
用
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

講　
近
藤
ゆ
り
か
氏
（
㈱
花
泉
）

￥　
千
円

▪
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
講
座

時　
3
月
5
日
㈮　
14
時
～
15
時

30
分

内　
認
知
症
の
早
期
発
見
の
ポ
イ

ン
ト
や
１
人
で
悩
ま
な
い
た
め
の

相
談
窓
口
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
解

説
し
ま
す
。

講　
鈴
木
健
司
氏
（
医
療
法
人
光

慈
会
）

￥　
500
円

【
共
通
】

場　
刈
谷
商
工
会
議
所

定　
各
15
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

持　
筆
記
具

申　
1
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
①
郵

便
番
号
・
住
所
、
②
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、

⑤
講
座
名
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は

（
24
‐
６
０
４
９
）で
刈
谷
商
工
会

議
所
（
〒
448
‐
８
５
０
３　
新
栄

町
３
‐
26
）
へ
。

問　
刈
谷
商
工
会
議
所
（
☎
21
‐

０
３
７
０
）
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災害時は

碧海エリ
ア及びそ

の周辺

碧海エリ
ア及びそ

の周辺
刈谷市からのお知らせ刈谷市からのお知らせ
まちのまど

刈谷市は、Pitch FMと
災害時の放送に関する協
定を結んでいます。

毎週火曜日　13時35分～13時45分
※20時35分ごろ再放送
と　き 内　　容

1月19日 歴史博物館企画展「収蔵品展〜受け継がれた刈谷の名品〜」

26日 刈谷駅北地区の愛称募集

令和２年度男女共同参画啓発事業

育休復帰にソナエル講座～両立のコツと心構えを知って不安解消！～
　現在育児休業中で、まもなく職場に復帰する予定の人や、最近育休から復帰して、まだ慣れない仕事と家庭の
両立にやや疲れ気味の人。「本当に育児・家事と仕事が両立できるの？」「両立って想像以上に大変」など、不安
や悩みを抱えているのは、あなただけではありません。本講座では、育休後の職場復帰に向けての心構えや両立
のコツなど気になることを楽しく学びます。
時　3月14日㈰　10時～12時　　　
開催方法　オンライン（Zoom）　　講　上松恵子（育休後アドバイザー）
対　市内在住、在勤または在学の女性とそのパートナー（配偶者など）
定　40組　※申込多数の場合は抽選とし、結果は全員に連絡します。
申　2月15日㈪（必着）までに、①「ソナエル講座」希望、②郵便番号・住所（市外在住の人は勤務先なども）、
③氏名（フリガナ）・年齢、④一緒に参加するパートナーの氏名（フリガナ）・年齢、⑤電話番号、⑥メールアド
レス、⑦現在の状況（妊娠中、育休中、職場復帰済みなど）、⑧復帰（予定）時期（○月復帰
予定・○月に復帰済みなど）、⑨当日の使用端末（パソコン、スマートフォン、タブレットなど）
をあいち電子申請・届出システム（QRコード参照）または （kyodo@city.kariya.lg.jp）で
市民恊働課へ。
他　可能な限りパートナーと一緒に参加してください。その場合、2人で１台の端末を利用し
て参加してください。
問　市民協働課（☎95-0002）

オンライン開催

▲あいち電子申請・
届出システム

市民だより　2021.1.1513


